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最大のDes77zo吻加の上腕骨と膝蓋骨

木村方一＊ ． 小栗 安*＊小栗 宏*＊

I.はじめに

北海道歌登町におけるデスモスチルス化石の発見

は, 1971年に端を発した（秋山・熊野, 1973)。それ

は，美幸線第二徳志別トンネル工事現場からのもので

あり，同地点からの標本は第V標本まで確認された

(木村, 1981)。

1977年，同町を流れる徳志別川流域の地質調査を

進めていた山口昇一氏は，先のトンネルの北西方向，

直線距離にして約600mの河床で，デスモスチルス

を発見した（図l)。この標本は1体分の骨格から

なり， 2年間に渡って発掘を完了した（山口, 1978)｡

この発掘中に，その周辺から別個体の頭蓋や四肢骨な

どが発見された。これらの河床で発見されたデスモス

チルスの標本を， トンネルエ事現場でのもの（上徳志

別標本）と区別して，歌登標本と命名し，標本ⅥIまで

確認した（松井ほか， 1984)。

その後，筆者の一人小栗が， これらの化石発掘現場

を探索中（1982年8月）に，前述の一体分からなる

歌登標本Iの発掘跡に隣接する場所で本標本を発見し

た（図2)｡検討の結果，この標本は右上腕骨と右膝蓋

骨であることが明らかになった。しかし，歌登標本I

は左・右の上腕骨が全身に交連して発見されており，

本標本は明らかに歌登標本Iとは別個体である。本標

本を歌登標本Vlllと命名する。

I

ソ
上腕骨

圧舌詞
膝蓋骨

と本標本の位置関係

1984bによる)。

50cm
｡

図1．化石産出（×印）位置図（この地図は国土地理

院5万分の1地形図「乙忠部」による)。
図2．歌登標本I (全身骨格）

（標本Iの産状図は犬塚，
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図4．右上腕骨前面のスケッチ。図3．右上腕骨外側面のスケッチ。

滑車の直径は，外側部で77mm,内側部で93mmと外側

部より内側部の方が大きい。また，三角筋粗面

(Tuberositasdeltoidea)は小さく，外側にはり出し

ている。以上の特徴からDes"zosty"Msの右上腕骨と考

えられる。

上腕骨頭(Caputhumeri)は失なわれているが，

残存する基部の位置から推察すると，骨頭は後方に面

している。この特徴からもDes"zos""4sのものである

ことを示している。標本の上腕骨稜(Cristahumeri)

から上腕筋溝(Sulcusm.brachialis)にかけて, 6

mm程度の亀裂陥没がみられるが，全体的に保存はよ

く，二次的変形はない。

全体の形を外側からみると（図3）上腕骨体(Cor-

pushumeri)の中央部での前後径は，体最小幅（内

11.歌登標本VIIIの産出層準と地質年代

これまでに，歌登町で発見されているデスモスチル

スの産出層は，いずれもタチカラウシナイ層である

(松井ほか， 1984)｡タチカラウシナイ層の地質年代は，

同時異相の関係にある徳志別集塊岩のK=Ar年代測

定の結果から， 137±0.7～13.8±0.9Maと報告さ

れ（柴田ほか， 1981)，中新世中期（10.8～164Ma)

の中葉に位置するとされている。

Ⅱ1．記載

A.右上腕骨(HUMERUS) (図3～6,図版I～Ⅲ）

標本の1つは長骨であり，近位端の骨頭および結節

部は失なわれているが，遠位端の関節部の保存は良好

でその発達は著しい｡中央には強い滑車溝が存在する。
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図5．右上腕骨後面のスケッチ。 図6．右上腕骨内側面のスケッチ。

外径)より大きく，前面にむかってゆるやかな凸面を

なし，後面で僅かに凹面を作る。骨体前後径は，騒大

94mm,最小84mmで，その差は小さい。

上半では，前外縁と後外縁間に細長い上腕筋溝をつ

くる。骨体中央では，上腕骨稜と上腕骨体後縁との間

に広い面をつくる。遠位では骨体後縁は外側上穎稜へ

とつづく。

前面からみると，骨体中央部で最も狭く (68mm),

近遠位へむかって肥厚する。上腕骨稜は，近位側中央

から遠位側の内側上顎に向かって走り，稜の内側縁に

そって上腕筋溝が発達する。骨体前面の上半で上腕筋

溝が深く，近位部では粗面がなく，鰊下筋面に通じる

(図4)。

三角筋粗面(Tuberositasdeltoidea)は，近位の

外側面にそって発達し，上下に長く，上方に広がって

いる。骨体の長軸は近位側で，後方に傾く （図3)。釣

突窩(Fossacoronoidea)は，上腕骨滑車と内側上

頚に通じる上腕骨稜の間に広く凹面をつくる。

後面（図5）では，骨体中央は平面をなし，上半で

中央の稜となって骨頭の中央につづく。下半では，後

外縁，後内縁をなす外側上頴稜(Crista epicondyli

lateralis) と内側上頴稜へとつづく。その間には，肘

頭窩(Fossaolecrani)は横長の凹部をつくり，その

形は縦30mm,横50mmのや、直方形である。肘頭窩と

鈎突窩は薄い骨壁で隔てられている。図中に示した孔

は，化石クリーニング中に破損したため貫通したもの

で，滑車上孔は認められなかった。

上腕三頭筋起始の付着する粗面は広く，上腕三頭筋
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部で溝状に凹面であるのに対し，外側半分は全面で凹

面をつくる。

前面から後面までの最大径は107mmである。関節面

の下には膝蓋靭帯の付く粗面がある。

が発達していたことを示している。

内側面（図6）は，骨体中央から下半の内側上顎稜

に向けて面をつくるが，上半では小結節に通じる稜と

上腕筋溝からなる。

断面の形（図4）は，骨頭直下では，外側では前面

に，内側半分は後面に凸型をつくる。下方に向かって

骨体の左右幅が小さくなるとともに外側前面の凸面部

は骨体の中軸側に移動し，骨体中央では前面に頂点を

もった三角形状をなす。遠位では，鈎突窩と肘頭窩よ

り前面，後面からの凹面をつくる。断面の形は両凹面

間の骨の薄い部分を頂点にして，内側，外側でそれぞ

れ三角形に近い形を示す。

上腕骨願は，上腕骨体の長軸に体して約120｡の角

度で前下方に突出する。上腕骨滑車(Trochlea

humeri)の前後径は，滑車溝から内側にむかって増

大する。上腕骨小頭の前後径は外側にむかって増大す

る。上腕骨願の関節面の広がりは，前面から見ると台

形で，その中央がくびれて強い滑車溝をつくる（図
4)。

内側上噸は，尾方に粗造面が発達し，指屈筋の発達

したことを示す（図5．6)。外側上順においても，外

側上穎稜の下端となる上噸の後面は粗面が発達し，指

伸筋が発達したことを示している（図3)。

B.右膝蓋骨(PATELLA) (図7 ･図版1I1)

前面(Faciesanterior)は，強くふくれて粗面をつ

くり，上端は広い膝蓋骨底(Basispatellae),下端は

や、尖った膝蓋骨尖(Apexpatellae)をなす｡膝蓋骨

底中央から膝蓋骨尖までの長さは122mm, これに直交

する左右最大径は, 152mmで，縦径に比して横径が大

きい。後面は，大腿骨の膝蓋面に対向する関節面

(Faciesarticularis)であるが，中央部の縦の高まり
は、膝蓋骨の内側半分の関節面に向けて肥厚し，外縁

1V.考察

日本周辺におけるDes"os"吻熔の化石標本数は63

個体',RzIgolα畑dm”は19個体が報告されている
(犬塚, 1984a;松井ほか, 1984;大石・川上, 1984)｡

しかし， これらの標本も臼歯だけが発見される場合が

多く，歯以外の部位を伴うものの個体数は，
DeS"20siy"fsで12個体(19%),Rz/eopαﾂtzdOx加は10
個体（53％）である。Des"zos"ﾉ"sがRrleol"rzdo""

に比べて発見数が多く，その多くが臼歯のみの発見で

あるのは,Des"osjyIzfsの臼歯が大形で，エナメル質
が厚く，堅い組織構造をもつことと深い関係を示すも
のであろう。

以上の標本の中で，肢骨とくに上腕骨が産出してい

る標本は,Des"10s""では気屯標本，歌登標本1 ,

RIﾉeOp"7zzdbxねでは泉標本であり，本標本（歌登標本
VIII)を加えて四標本にすぎない。東太平洋地域での

Desmostyliaの化石数は多いが，記載報告されている
標本の中で上腕骨を伴うものは, Reinhart (1959)の

報告したDes"os""sまたはV"獅叱7g/ioq/fz(sのもの

とされている1個にすぎない。このように，比較標本

の数は多くはないが，本標本は変形が極めて少ない標

本であり，同地点から産出した歌登標本I (未発表）

も保存のよい上腕骨を残しているので， これを参考に

しながら考察する。

犬塚（1982）は， 樺太産Des7"osty/ws加か"6"応の

上腕骨の特徴として， (1)全体として長さの割に太い，

とくに両端の関節部の発達が著しく，中央がくびれて

見える， (2)上腕骨頭は上というより後に面している，

(3)大結節は骨頭より低く，外側にはり出す， (4)骨体は

幅の割に前後に薄い， (5)滑車の直径は外側部より内側

部の方が大きい， (6)強い滑車溝と滑車上孔の存在を指

摘した。以上の特徴について本標本について検討する

と，遠位端の関節部の発達がよく，中央部のくびれが

著しいこと，上腕骨頭が後方に面していること，滑車

の直径が内側の方が大きく，強い滑車溝が発達する点

はDes"zos"ﾉ"sの気屯標本，歌登標本I ,および

Rz"""tzd""の泉標本とも共通する特徴である。し

かし，本標本は，結節部が失われているため，結節の

特徴と三角筋粗面の広がりを比較することはできな

い｡

滑車上孔は，本標本と歌登標本Iでは認められず，

泉標本はその部分は欠損していて石膏で補填されてい

るため確認できない。Des""sjy"s"勿妨"応における

関節面

内
側外

側

前而

5cm

図7．右膝蓋骨上面のスケッチ。
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表1．上腕骨計測値の比較 （単位はmm)。

気屯標本
本＊

泉標本
＊＊土

U.C.M.P.

no.39999*
本標本

379

414

97

154

71

167

103

１
Ｃ
吐
唾
匪
匪
印
印
画
ｍ
ｑ
ｑ
師

Maximumlengthofthelateralpart

Maximumlengthfromcaput

Depthoftheproximalend

Breadthoftheproximalend

MinimumWidthofdiaphysis

Breadthofthedistalend

Breadthofthetrochlea

Heightofthetrochlea

Depthofthecentralcorpus

Depthofthedistalend
BreadthofthefOssaolecrani

520

(540）

(180）

151

67

150

128

77

92

107

36

223 201

395

61

21

65

43

69

39

12

89

９
４

４
７

42

5(）

60

83

DI/SD 1－37 069 20(） 1.50

使用中の臼歯 M1

（ ）は推定値*Des7"os〃"鱈orV""de7加Q/fWs(Reinhart, 1959の図版で計測）

**D9s"zosIyZzIsl""zz〃姑***Rz"""rzdb"tz"6""

D,

-D3-

1 2 3 4

図8．右上腕骨の計測位置。

1 ：前面 2 ：内側而 3 ：後面 4 ：外側面
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滑車上孔の存在は，長尾・大石(1934)では述べられ

ていないが，標本には肘頭窩から鈎突窩に貫通が見ら

れる。しかし，その孔縁が破断面をなすことから，本

標本同様にクリーニングの段階で薄い骨壁が破損した

結果，貫通したとも考えられる｡U.C・M.P.n0.39999

標本の滑車上孔の存在についてもReinhart (1959)

の記載では推定の域を出ない。秩父盆地産の

Rz"Opα"dひ妬〃のいずれの標本も，上腕骨が産出して

いないことから確認できない（坂本， 1983)。

骨体中央における左右径(SD) (図8) と前後径

(D,)の関係を示数(DI/SD)で示すと，本標本の値

は1.37で歌登標本Iに近い値を示す（表1)。気屯標

本の値が小さいのは，化石化の段階で上腕骨の前後方

向に圧力を受け，偏平になったためと思われる｡Rein.

hart (1959)の標本の示数値が20と最も大きな値を

示したのは，図版からの計測であるために計測値に多

少の誤差が含まれたとしても,Reinhart (1959) も

SDの値が小さ<, D!の値が大きいことを指摘してお

り，写真図版の正面および側面観を見ても著しい変形

が見られないので，この標本の属性を示すものであ

り，本標本と性質を異にする。泉標本は15と本標本

にほぼ近い値を示している。

骨体長(GL,)についてみると，本標本は他のいず

れの標本よりも大きな値を示す。気屯標本の上腕骨の

最大長は408mmであるが，本標本は骨頭は失われてい

るので，その値は測定できないが，歌登標本Iに照ら

して骨頭の形態と大きさを推定し，最大長（図8，

GLc)を求めると約540mmと推定される。この値は第

2大臼歯を使用しているD. "z"江玩"sの気屯標本の

1．3倍，第1大臼歯を使用しているD.sp・の歌登標本

Iの16倍，泉標本の1．4倍の値を示し，本標本は最

大の上腕骨化石である。

Des"zos"〃sの形態復元については， これまで，長

尾（1941)，勉井・岡崎（1975)，犬塚（1981）によっ

て試みられている。Rz彪妙α7tzdOri"では，泉標本を

Shikama (1968), スタンフォード標本をRepenning

(Romer, 1966) と長谷川(1977)が復元した。

犬塚(1984b)は，解剖学・比較解剖学の知識を与

して，気屯標本の復元を試みた（北網圏北見文化セン

ターに展示)。この復元のDes"zosiy/2Isの肩高は945mm

であった。この復元と，本標本の上腕骨の大きさから

推測すると，本標本の肩高は約1230mmと推定される。

また，歯の咬粍の状態から年令を考察すると，気屯

標本は第2大臼歯を使用し，第3大臼歯は萠出が開始

しながらまだ咬粍が始まっていない。本標本の上腕骨

は，気屯標本より長大であり，成長の進んだ個体であ

り，第3大臼歯を使用する年令に達していたと考えら

れる。

しかし，雌雄の問題，種の問題も考慮しなければな

らないので，今後，歌登標本Iの記載報告がされた後

に考察を深めたい。
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Largestdesmostylianhumerusandpatella

MasaichiKimuraandHiroShiOguri

Well.preservedrighthumerusandpatellaofDes7"osty"werediscoveredfromthe

MiddleMioceneTachikaraushinaiFormationatbtanobori-cho,northernHokkaido.

Thesizesofthehumerusandpatellaare540mminlengthandl52mminwidth,

respectively. Suchbiggersizes suggest that this specimen is the largestofall
Des"20s"fsspecimenshithertoreportedintheworld.
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図版I. (木村・小柴）
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図版Ⅱ (木村・小栗）
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図版Ⅲ． （木村・小栗）
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